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岐阜大学におけるｅラーニングの利用推移と統合型授業設計モデルの検討 

 
 
 

王 文 涌＊1・加藤直樹＊1 
 
近年，インターネットの普及と情報通信技術の急速な進展，社会が求める「実力ある人材」の育成や教育内容の

高度化・多様化などの要請を踏まえて，大学は「効果的・効率的な教育の実施及び質の高い教育を提供する手段」

としてｅラーニング等のITを活用した教育の導入の必要性を高めつつある．岐阜大学は1997年のテレビ会議システ

ムを用いた遠隔教育から，全学的な導入と，関連する事務系とメディア系システムを統合するAIMS-Gifuを構築し，

全学的にｅラーニングを推進している．本稿では，AIMS-Gifuの利用を全学的に拡大・促進し，より効果的・効率的，

質の高い教育を実現するため，岐阜大学におけるｅラーニングの利用推移を分析し，統合型授業設計モデルを検

討する． 

 
〈キーワード〉教育方法，ｅラーニング，授業設計，学習モード，AIMS-Gifu，授業形態 

 

１．はじめに 

 

近年，急速に進みつつある社会の情報化，「ｅ-Japan戦

略Ⅱ」における高等教育のｅラーニングの推進，ｅラーニン

グに影響与える「著作権法」の改正，国立大学の法人化な

どの大学環境を取り巻く変化等に伴い， ｅラーニングは質

の高い教育を提供する手段として，多くの大学での活用が

はじまっている．メディア教育開発センター(2005)の調査で

は，大学等の高等教育機関でｅラーニング等のITを活用し

た教育を導入している割合は44.3％である．また，機関別

の導入率は，大学が50.9％，短期大学が27.9％，高等専

門学校が60.9％となっており，大学，高等専門学校では半

数以上が導入している．大学の設置形態別では，国立が

76.0％で，公立大学が27.0％で，私立大学では48.0％の

導入率となっている．以上の結果から，ITを活用した教育

は，全体として高等教育において重要な位置を占めている

ことを示している． 

岐阜大学（以下本学という）においても，ｅラーニング等

のITを活用した教育の導入の必要性が検討され，情報ネ

ットワーク環境と教育用コンピュータなどの整備により， ｅ

ラーニングを全学的に利用できるように推進されている．本 

学の教育学研究科では，1997年にテレビ会議システムを

用いた遠隔教育を開始し，1999年度からの夜間遠隔大学

院の開設により恒常的な利用へと展開してきた．その後，ｅ

ラーニング等の新たな課題に対応するために，総合情報メ

ディアセンター（以下センターという）が2003年に設置され

た．センター設置を契機として全学的な導入と，関連する

事務系とメディア系システムを統合するAIMS-Gifuの構築

に取り込んでいる． 

本稿では，まず従来の対面授業のデメリットとｅラーニン

グのメリットを分析し，大学におけるｅラーニング活用のアプ

ローチを述べる．そして，大学におけるｅラーニングの授業

形態は対面授業との関係及び利用目的によって，代替，

補助，補完，統合という4種類の授業形態に分類する．こ

の分類に基づく，本学の全学的なAIMS-Gifuの利用状況

を分析し，本学のｅラーニング授業形態とその利用推移を

明らかにする．さらに，3つの学習モードと授業設計，対面

授業とｅラーニングとの統合方法を検討し，統合型授業設

計モデルを述べる． 

 

２．対面授業とｅラーニング 
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④学生の理解度に応じた学習を支援できる．   

⑤web上で，事前の予習，事後の練習，復習に対応で  

きる．   

⑥掲示板，メール，チャットなどのツールを利用して，コミ  

ュニケーションできる．   

⑦学習者のニーズ，個人差に適合した学習環境を提供  

できる．  

以上述べたような対面授業で実施しにくいことは，eラー  

ニングで実施しやすい傾向がある．このことに基づく，eラ  

ーニングのメリットを活用して，対面授業を補完するという  

立場をとることが考えられる．  

本稿では，eラーニングの活用方法を検討するために，  

まず従来の対面授業のデメリットとeラーニングのメリットを  

検討する．  

2．1対面授業のデメリット   

ー般的に，従来の画一的な対面授業では，多くの講義  

において（ゼミや少人数の講義を除く），大きな教室で多勢  

の学生を相手に一方的に教員が講義を行うというスタイル  

とっていた，しかし，このスタイルでは，以下のいくつかの問  

題点が指摘できる．   

①時間や場所が制限される．   

②学生のニーズに合わせた講義を設計することが難し  

い．   

③理解できない部分を何度も繰り返し学習，復習するこ  

とができない．   

④理解できないときに，途中で質問できない．   

⑤教師は学生の学習状況，理解度を把握しにくく，適切  

な指導，学習支援ができない 

⑥事前の予習，事後の練習，復習に対応しにくい．   

⑦教師と学生，学生同士間のコミュニケーションが取りに  

くい．   

⑧学習者のニーズ，個人差に適合した学習環境を提供  

しにくい．  

3．大学におけるeラーニングの活用  

3．1大学におけるeラーニング活用のアプローチ   

eラーニングのメリットについて検討したが，その最大のメ  

リットは場所と時間という制約から開放されていつでもどこ  

でも学習できる点である．本稿では，空間拡張と時間拡張  

という2つの視点から，大学におけるeラーニングの効果的  

な導入・活用のアプローチを検討する（図1）．  

（1）空間拡張の視点   

eラーニングの最大メリットの1つは，場所に関わりなく教  

材を提供し，自己学習を可能にするということで，つまり学  

習者はどこでも学習可能となる．大学におけるこのメリットの  

活用は，社会人の学習機会の拡大と教育カリキュラムの効  2．2 eラーニングのメリット   

ー方，eラーニングはいつでもどこで  

も学習が可能，効果的な教育の実施  

が可能，学生のニーズに応じた最適な  

学習が可能，双方向型コミュニケーショ  

ンなどが可能である．具体的には，以  

下のいくつかの可能性が指摘できる．   

①時間と場所に関わりなく教材を提  

供し，自己学習できる．   

②理解できない部分を自己診断さ  

せて，何度も繰り返し学習させるこ  

とができる．   

③教師は学生の学習状況を把握し，   

適切な指導を学生一人ひとりに行  

うことができる．  

時間拡張の視点  
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率的な運用をするための遠隔教育として推進されている． 

（2）時間拡張の視点 

 ｅラーニングの最大メリットのもう1つは，時間に関わりなく

教材を提供し，自己学習を可能にするということで，学習

者はいつでも学習可能となる．つまり，学生は授業以外の

時間でも，自分が学びたい時に，インターネットを通じて学

習することができる．国内の大学では，対面授業の効果を

改善するため，対面授業の補完手段としてｅラーニングを

活用するのが主流である． 

 そのほか，ｅラーニング活用を促進・拡大するため，大学

は学務支援，生涯教育，国内・海外大学との連携，産官

学連携などの方面に活用を推進している． 

 

3.2 大学におけるｅラーニングの活用形態 

前節では，大学におけるｅラーニング活用のアプローチ

を検討した．すでに，ｅラーニングは学部教育や大学院教

育などの授業で活用されている．具体的にどのような形態

で授業の提供が行われているかについて，メディア教育開

発センター(2002)はｅラーニング等のITを活用した教育に

関する調査を行っている．その報告書によれば，ITを活用

した授業形態において，「対面授業とｅラーニング等のブレ

ンド型の授業を実施」が31.4％，「授業の補習としてｅラー

ニング等の授業を実施」が20.8％と割合が多く，一方，「ｅラ

ーニング等による履修のみで修了できる講義がある」が

10.0％，「離れた場所で集合学習としてｅラーニング等によ

る授業を実施」が5.5％と割合が少ない．また，「他大学へ

の授業の配信を実施」が3.7％，「海外の大学へ授業の配

信を実施」1.4％と他機関への授業の配信についても割合

が少ない． 

 このようなことから，日本では，自らの機関の授業等にお

いて，ｅラーニングのみではなく従来の対面授業とｅラーニ

ングとの併用や補完により実施している場合が多い．その

際，オンラインによる講義の配信，シラバスや予習・復習の

ための講義資料の配布，テスト，レポート，アンケートの実

施等ｅラーニング等による具体的な授業提供の形態は様

々である．基本的に，対面授業を主におき，ｅラーニングの

メリットを補完的に活用する型の授業を展開することで，対

面授業とｅラーニングの相乗効果による教育の質の向上化

を達成する考えを基本としている． 

以上に示したように様々な授業形態があり，そこで用い

られている用語も，対面授業とｅラーニング等のブレンド型，

授業の補習，離れた場所で集合学習，対面授業とｅラーニ

ングとの併用や補完などの多岐に渡る．さらに，田口・吉田

(2005) は ｅ ラ ー ニ ン グ の 目 的 を 教 育 機 会 の 拡 大

(enlargement)と質の向上(enrichment)とに二分して検討し，

我が国では教育の質をエンリッチメントする目的でのｅラー

ニングがより多く実施されていることを指摘している．しかし，

現状では，エンリッチメント（質の向上）の活用形態もさまざ

まである．このため，ｅラーニングの活用現状と活用方法を

検討するためには，このエンリッチメントのｅラーニングをさ

らに分類して検討する必要があると考えられる． 

そこで，本稿は，ｅラーニングと対面授業との関係及び

利用目的によって，ｅラーニングの授業形態を以下の4種

類に分類した． 

①対面授業の代替型 

対面授業を受けられない学習者に，同期型遠隔授業，

非同期型自己学習の形式で授業を行う．学習機会を拡大

するため，ｅラーニングを利用している． 

②対面授業の補助型 

対面授業を行うが，講義資料の配布，シラバス，課題提

出，テストとアンケートの実施，授業の連絡などのことはｅラ

ーニングの形式で行う．ｅラーニングは対面授業の補助的・

便利な手段として利用している． 

③対面授業の補完型 

対面授業を主に行うが，授業時間内ではおさまりきれな

い練習問題，課題議論の補完，事前予習，事後復習，課

題の指導，質問などの一部分をｅラーニングで分担し，対

面授業を補完する．対面授業の効率・効果を向上するた

め，ｅラーニングを利用している． 

④対面授業とｅラーニングの統合型 

授業は対面授業のみを主とするのではなく，対面授業と

ｅラーニングを効果的に組み合わせて統合する．授業の各

内容によって，ある内容が対面授業で行い，ある内容がｅ

ラーニングで行う．教育の効率・効果の質の高い教育を実

現するため，将来の利用を期待する． 

 

4. 岐阜大学におけるｅラーニングの利用推移 
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4.1 利用経緯 

本学におけるｅラーニングの利用は，教育学研究科では，

1997年のテレビ会議システムを用いた遠隔教育から，2006

年からのインターネット型大学院の開講へと推進している．

また，2003年のセンター設置により，全学的なＬＭＳの導入

と，関連する事務系とメディア系システムを統合するAIMS-

Gifu 構 築 を経 て， 2004 年 か ら の 全 授 業 科 目 にお い て

AIMS-Gifuの利用可能としている． 

(1) テレビ会議システムの利用―遠隔教育への活用 

本学におけるテレビ会議システムの利用は教育学研究

科の設立を契機とした現職教師を対象とした学習機会の

拡充を背景としている．免許法認定公開講座の開設は地

域教育界から，学習機会の提供として評価されてきたが，

遠隔地からの受講には充分な対応が困難であった．その

ために，1997年からテレビ会議システムを利用して，岐阜

市内の本学キャンパスと飛弾地区の高山市サテライト会場

を接続し，遠隔教育を試行してきた．さらに，1999年からは，

公開講座だけではなく，夜間遠隔大学院としてテレビ会議

システムの利用を開始した． 

(2) 全学的AIMS-Gifuの活用―対面授業への活用 

本学教育学研究科の夜間遠隔大学院の成果を全学的

に適用するため，センターが2003年に設置された．さらに，

全学的なLMSの導入と，関連する事務系とメディア系シス

テムを統合するAIMS-Gifuの構築により，全学的にｅラーニ

ングを推進している．2004年からは，全授業科目において

AIMS-Gifuの利用可能とするとともに，従来のテレビ会議シ

ステムを利用したサテライト教室型遠隔教育に加えて，自

宅等で受講可能なインターネット型遠隔教育も推進してい

る． 

 

4.2 AIMS-Gifuの活用状況 

前節に述べたように本学はテレビ会議システムを用いた

遠隔教育から，全学的なＬＭＳの導入と，関連する事務系

とメディア系システムを統合するAIMS-Gifuを構築し，ｅラー

ニングを全学的に推進している．すなわち，空間的拡張か

ら，時間的拡張へと推移し，この対象は，オンキャパスでの

全学の教育へと拡大している．そこでこれまで取り組んだｅ

ラーニングの現状を把握し，本学の教育改善をするために，

教員と学生に対して2005年度の活用状況についてアンケ

ート調査を行った．次に，AIMS-Gifuの活用状況の調査結

果により，本学のｅラーニング形態を分類・整理し， ｅラー

ニングの活用現状を明らかにする． 

(1)全体の利用状況 

2003年4月から2006年3月までの3年間のAIMS-Gifuの

総アクセス数の推移を図2に示す．本学のAIMS-Gifuの利

用は2003年度の試行期間を経て，2004年4月より本格的

に利用を始めた．この三年間，アクセス数は年々増加の傾

向にある．特に，2004年度の本格利用期は2003年の試行

期より，2.36倍に伸びている．ｅラーニングの全学的な本格

推進に伴い，本学のAIMS-Gifu利用は年々に利用増加の

傾向を示している． 

2005年度の調査より，講義でAIMS-Gifuを利用した率で

は，学部講義科目の利用率が11.9% (112/939)，大学院科

目の利用率が11.1% (38/342)である．AIMS-Gifuを利用し

た教員は56名であり，利用比率が24.3% (56/230)である．

AIMS-Gifuを利用した学生は288名であり，利用比率が

94.1%である．学生の利用率がかなり高い，ほぼ全学生は

AIMS-Gifuを利用したことがあると示された．ｅラーニングの

便利性と教育サービスの向上・提供の容易性が学生に認

知された．現利用初期段階では，科目と教員の利用率は

全体的に低いが，ｅラーニングの推進と学生の利用要求に

伴い，利用率が増えてくると考えられる．  

(2) 講義における機能の活用状況 

講義におけるAIMS-Gifuの機能別活用についての結果

を図3に示す．利用率は全体的に低いが，教員，学生は

AIMS-Gifuの機能を利用し始めている．利用形態は主とし

て，資料の配布，アナウンス（講義での課題や準備物など

図2 AIMS-Gifuのアクセス推移 



 13

を連絡），講義内容に関する紹介とレポートの提出などで

ある．前節の分類によって，AIMS-Gifuの活用は対面講義

の補助型として利用していることとなる．学生の利用順序は

教員とほぼ同様の傾向である．すなわち，学生の利用形

態は教員の利用形態に依存し，講義資料，課題や準備物

の連絡やレポートの提出などの利用が多い． 

現状，AIMS-Gifuの活用は機能を表面的に活用し，対

面授業の補助的・便利な手段として利用している．講義で

AIMS-Gifuの活発的・効果的な利用には必ずしも至ってい

ない．教員の積極的な活用を実現していくためには，ｅラ

ーニングを補助的に位置づけるのではなく，対面授業との

補完・統合型で活用されていることが重要であると考えられ

る．このためには，AIMS-Gifuの利用形態，授業方法の検

討，利用事例の紹介，教育環境の整備などの推進が必要

と考えられる． 

 

4.3 講義の実施状況 

前節では，全学的

なｅラーニングの推進

において，現段階の

利 用 形 態 が AIMS-

Gifuの便利な機能を

利用して，対面授業

を補助する段階にあ

ることを示した．ｅラー

ニングの活用が対面

授業の補完・統合

などの段階には至

っていない．そこで，

本 学 の教 員 がｅラ

ーニングを対面授

業の補完・統合とし

て利用したいか，い

まなぜ利用してい

ないか，現段階授

業 は ど の よ う に 実

施 しているか を解

明 するために，普

段の学部講義の指

導で実施していることと，学生がノートブックPCを所有した

ら，講義ではどのように活用したいかについて，調査した． 

普段の学部講義（ゼミ等小人数を除く）の指導で実施し

ていることについては，図4に示したように，講義資料の配

布・提示を実施している率は65.6%，時間外質問を実施し

ている率は62.9%であり，共に60%を超えた．しかし，課題設

定，討論の機会，レポート活用などの実施率は40%を超え

ない．このことから，普段の講義では，講義資料の配布・提

示と時間外質問を実施しやすいが，課題設定，討論の機

会，レポート活用では実施しにくいことが示された． 

学生がノートブックPCを所有したら，講義ではどのように

活用したいかについては，PCをインターネットに接続し，自

主学習，課題の調査・分析と掲示板の利用などの普段の

講義で実施しにくいことをインターネット上で実施すること

を期待していることが示された．教員は，自主学習教材で
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学生の自主学習能力の育成，課題の調査・分析で  

学生の考え追究能力の育成，掲示板の利用で学  

生の表現やコミュニケーション能力の育成などの社  

会が求める「実力ある人材」の育成をしたいという傾  

向が示されている．例えば，教員が自主学習教材  

をインターネット上で学習させる．そして，課題を設  

定して，学生はインターネット上で，課題の調査，  

情報の収集や分析などに利用する．掲示板でレポ  

ートの掲示・提出などの活用，討論の機会を設けて  

掲示板での意見交流や協同作業を活性化する活  

用が考えられる．  

教 育  

の  
質   

1997′～  2004～  

図5本学におけるeラーニングの利用推移  

時期  

は，代替型を経験した後，補助型を経て，補完型，統合型  

へと変容していくことが示唆される．  

以上の比較から，ノートブックPCとインターネットの利用  

により，普段の対面講義で実施しにくい内容をeラーニング  

で補完するという利用傾向が示されている．現状の教育環  

境では，全学的にeラーニングシステムAIMSGifuを構築し  

て，eラーニングを推進しているが，ノートブックPCの所有  

やインターネットの接続などの問題があるので，このような  

指導に留まっていると考えられる．もとより，教育方法は当  

該講義における教育目標により決定されるものであるが，  

教育環境も教育方法を決定する際の重要な要因である．  

本調査結果は，現状の教育環境を改善することにより，望  

ましい教育方法を実現可能とし，期待される教育目標の具  

現化を推進可能となることを示唆していると考える．今後，  

全学的に学生のノートブックPCの所有やインターネットの  

接続などの教育環境の改善はeラーニングの推進の重要  

のポイントと考えられる．  

5．岐阜大学における統合型授業設計モデルの検討   

eラーニングの授業形態を4種類に分類し，質の高い教  

育を目指す統合型へ至る推移を検討してきた．   

田口・吉田（2005）が指摘するように，我が国のeラーニン  

グは，eラーニングによる遠隔授業の提供というよりはむしろ，  

対面の授業と組み合わせによって，より質の高い授業を提  

供する方向にあるといえるとしており，統合型として目指す  

eラーニング毒受業の詳細についての検討が重要となろう．   

すでに，本学におけるeラーニングの活用は，対面授業  

の代替型と補助型を利用しおり，全学の情報教育環境の  

改善に伴い，補完型へ移行し，最終的には統合型へと変  

容するとことが期待される．この統合型への変容により，より  

質の高い教育を実現するためには，対面毒受業とeラーニン  

グとの組み合わせによる効果的な授業設計が必要となっ  

てくると考えられる．   

そこで，統合型における効果的なeラーニングを活用し  

た授業を検討するために，次に示す3つの学習モードを提  

示し，これに基づいて利用方法を検討する．  

4．4 利用形態の推移   

前節で本学のeラーニングの活用状況と将来の利用傾  

向を分析した．ここで，本学におけるeラーニングの活用を  

整理したい．図5に，本学のeラーニングの活用の時期とそ  

の活用形態の変化を示す．   

現段階では，教育学研究科における代替型から，全学  

的に補助型の変容期になっている．全学の情報教育環境  

の改善に伴い，補完型や統合型へ変容すると考えられる．  

将来では，この4種類の授業形態を併存し，授業内容と目  

的によって，最適な授業形態を選び，質の高い教育を実  

現できると期待する．すなわち，4種類の利用形態はeラー  

ニングの取組時期に伴い推移するものと考えられ，本学で  

5．13つの学習モード  

対面授業とeラーニングとの統合方法を検討するに際して，  

個人としての学習の視点を重視する．すなわち，eラーニン  

グでは個人の学習行動を如何に支援するかが重要となる  

ことから，対面授業においても同様の視点を重視すること  

で，統合型の利用方法を検討するものである．  
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知識の同化・吸収による学習  
（2）実習・実験中心の授業   

事前事後に教材や授業内容をeラーニ  

ングで学習させた上で，実習・実験を中  

心とした対面授業を実現する．対面授業  

では対応困難な授業，例えば，医学での  

態度教育，工学での危険性実験，経営  

学などでの実践教育などをオン・デマンド  

教材やシミュレーションによりeラーニング  

自らの行動による学計 で学習させる・例えば，玉木（2002）は，  

3D－CGシミュレータ援用実習システムを  

用いて生産システムにおける作業システ  

ム設計や作業研究を取り上げ，工程分析などを体得できる   

他者との相互作用による学習  

図6 3つの学習モード  

そこで，個人としての学習者は以下に示す3つのモード  

により主に学習するものとし，その3つの学習モードを説明  

する（図6）．  

（1）知識の同化・吸収による学習   

学習者は講義，読書などの学習行動で，基礎知識，理  

論などを習得する．  

（2）自らの行動による学習   

知識・理論を学習後，自らの練習，実験などの学習行  

動で知識を理解深化する．  

（3）他者との相互作用による学習   

学習同士間，教師と学習者間のコミュニケーションによ  

って，知識・経験を共有・再利用し，知識の創造を促進す  

る．  

と報告している．  

（3）コミュニケーション能力の育成  

多人数の対面授業で討論を対応する困難場合は，対面  

授業で学習の内容と討論の課題を説明し，eラーニングで  

討論を展開する．少人数の対面授業で討論を対応できる  

場合は，eラーニングで学習の内容と討論の課題を学習さ  

せで，対面授業で討論を展開する．例えば，斎藤裕（2003）  

は，大規模集合授業の欠点を補うため，協調学習を実施  

すると報告している．  

5．3 統合型授業設計モデル   

統合型における，対面授業とeラーニングの授業設計方  

法を体系的に整理する．対面授業とeラーニングの統合方  

法は学習内容，学習モード，学習形態という3つの軸で全  

体的に設計できる．つまり，授業設計はその学習内容をど  

のような学習形態，どのような学習モードで学習させたいか  

の仕様である（図7）．   

①学習内容の軸は学部■学科に関わる授業科目で構成  

する．   

②学習形態の軸は集合学習，個人学習，多人数，少人  

数など形態で構成する．   

③学習モードの軸は知識の学習，練習・実験，コミュニ  

ケーションなどのモードで構成する．   

このような統合的な授業を設計するときに，学習内容，  

学習モード，学習形態という3つの要因が考えると必要であ  

る．つまり，対面授業とeラーニングの統合はどのような授  

業科目に，どのような学習形態とどのような学習モードで学   

5．2 授業設計と学習モード   

前節で，3つの学習モードを説明した．その3つの学習モ  

ードによって，実際の授業はどのように，対面授業とeラー  

ニングとの組み合わせ設計するのかを検討したい．次に，  

その授業設計方法と実践例を説明する．  

（1）知識・理論中心の授業  

対面授業で，基礎知識・理論を学習する．eラーニングで，  

事前の予習，事後の復習，練習など学習活動を行う．知  

識の習得をする．例えば，中嶋■堀真（2004）は，経済学  

の講義において，事前に予習用教材を学習させ，質問応  

答を行う．教室授業で授業用教材を行い，事後に復習用  

教材，到達度テスト，質問応答・ディスカッションを行うと報  

告している．  
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学習モード  

ンターネット環境などの原因と考える．   

今後，eラーニングの活用により，効果的・効率的な教  

育の実施及び質の高い教育を提供するためには，その  

変容の到達形態として考えられる統合型の授業設計に  

ついて検討する必要があるため，学習内容，学習モード，  

学習形態を3要因とした統合型享受業設計モデルを提案  

した．   

本学のみならず，eラーニングを推進する各教育機関  

において本モデルが教育改善に役立っことを期待して  

いる．  

学習内容 学部，学科，授業科目の内容  

図7 統合型授業設計モデル  
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